
北塩原村障がい者計画　進捗管理・評価シート(令和７年度）

基本施策 ３　福祉

施策目標 基準値
実績値 目標値

達成率
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取組項目

（１）在宅福祉サービスの充実
①訪問系サービスの拡充
・ライフスタイルに応じた訪問系サービスの質と量の確保
②日中活動系サービスの拡充
・生活介護、療養介護等のサービス、自立訓練、就労移行支援、就労継続
支援等のサービスの拡充
③訪問入浴サービス事業
・移動入浴車の派遣
④日中一時支援事業
・家族の就労支援や一時的休息を目的とした一時支援(障がい者の活動の場
提供)
⑤在宅重度障害者対策事業
・紙おむつ等の給付券の交付

（２）施設等入所から地域生活への移行支援
①安心して生活できる地域生活の基盤づくり
・地域住民やボランティア団体等による「地域で支え合う仕組み」の構築
②障がい者福祉施設の充実
・通所型施設やグループホーム等の確保

（３）相談支援体制の充実
①相談支援事業
・相談支援事業による相談・助言・連絡・調整、基幹相談支援センターの
設置

% ー 60
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（1）在宅福祉サービスの充実

①
Ｂ

・利用希望者に対し、適切なサービス量を提供することができた。
・近隣市町村の事業所も利用しながら必要なサービス量の確保に努めた。
（支給決定者２名）

②
Ｂ

・利用希望者に対し、適切なサービス量を提供することができた。
・近隣市町村や県と連携し、サービス提供体制の確保に努めた。
（支給決定者18名）

（2）施設等入所から地域生活への移行支援

①
Ｃ
・活動実績なし

②
Ｂ

・利用希望者に対し、適切なサービス量を提供することができた。
・近隣市町村や県と連携し、サービス提供体制の確保に努めた。
（支給決定者11名）

③
Ｂ
・実績なし（利用希望なし）

④
Ｂ
・利用希望者に対し、サービスを提供することができた。
・近隣市町村の事業所を利用し、サービス提供を図った（支給決定者２名）

⑤
Ｂ
・地域福祉基金を活用し、県の補助額を超える助成を行い、在宅生活の充実を
図った。

（3）相談支援体制の充実

①
Ｃ
・委託相談支援事業を実施し、情報提供・助言や不安の解消等を行った。
・基幹相談支援センターの広域設置に向けて近隣市町村と連携、協議を重ねた。
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自立支援協議会

の評価

（前年度）

意見なし。
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(前年度)

Ｂ　概ね順調に進んでいる
(Ｄ　進捗が遅れている)

（1）在宅福祉サービスの充実

① ・村内事業者が１か所のため、利用調整が困難。

② ・単独市町村ではサービスの拡充が困難。

（2）施設等入所から地域生活への移行支援

① ・地域住民が主体的に活動できる仕組みづくりが未整備。

② ・単独市町村での整備が困難。

③ ・利用希望者がいる場合、近隣市町村の事業所と調整が必要。

④ ・村内に対象事業者がなく、利用者は近隣市町村の事業所を利用。

⑤
・自宅への配達可能事業者が１社のみ。
・ドラッグストア等の購入も対応できるように検討必要。

① ・近隣市町村の事業所も利用し、必要なサービス量が確保できるよう努める。

② ・近隣市町村や県と連携し、サービス提供体制の確保に努める。

③ ・利用希望者がいる場合には、サービスが受けられるよう体制を整える。

（3）相談支援体制の充実

① ・基幹相談支援センター受託事業者の調整が困難。

（1）在宅福祉サービスの充実

① ・基幹相談支援センターの広域設置について近隣市町村と連携、協議する。

① ・生活支援コーディネーター等と連携し、地域で支える仕組みを構築する。

② ・近隣市町村や県と連携し、サービス提供体制の確保に努める。

（3）相談支援体制の充実

④ ・近隣市町村の事業所を利用し、サービス提供を図る。

⑤ ・給付券を交付し、在宅重度障がい者の福祉の増進を図る。

（2）施設等入所から地域生活への移行支援

6


